
G 端子を使用した測定時のご注意 
 

このたびは MODEL 3121 / 3122 / 3123 をお買い上げいただきまことにありがとうございます。 
 

MODEL 3121 / 3122 / 3123 は性能上、内部抵抗を高く設計しております。そのため G 接地方

式（下図）での測定では誤差を生じ、正しく測定することができませんのであらかじめご了承

ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高圧受電設備規程 JEAC8011-2008 資料番号1-3-2 ケーブルの保守・点検方法 

社団法人 日本電気協会 著作物利用承諾 第3-8号 

 

 

なお、MODEL 3121 / 3122 / 3123 の G 端子は絶縁体の表面リークをキャンセルすることを目

的として装備しています。取扱説明書 P7 の 5-6G 端子の使用例を参考に下図のように接続し

てください。G 端子との接続には、付属の測定コード 7058 を使用してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

※取扱説明書 P8 の CV ケーブルの診断は G 端子を使用しない場合の方法を説明しています。 
 

今後とも弊社製品をご愛顧くださるようお願いいたします。 
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